
評価結果

前期

学

校

経

営

・子どもたちは学校で楽し

く過ごしている。

・安心して学ぶことができる居場

所づくりをしている。

・安心して学んでいる。

教職員アンケート

児童アンケート

保護者アンケート

肯定的評価

（Ａ＋Ｂ）評価が、

A：９０%以上

B：８０%以上

C：７０%以上

D：７０%未満

１００％A

９１．４％Ａ

９５．４％A

肯定評価のうち「楽しい」と答えた児童が65％で、学校で安心して学ぶことができてい

る子が多い。また、保護者の肯定評価も高く、児童の様子や話から肯定的に捉える保護

者が多いと考える。さらに、児童に「嬉しい時・楽しい時はどんなときですか」と問い

に対し、「難しくて解けなかった問題にあきらめずに取り組んで解けたこと」「転んだ

時に助けてもらってすごくうれしかった」「学年関係なくあそんでいたこと」「図工の

作品で困っていた時に友達が手伝ってくれたこと」など、安心して過ごすことができる

「温かい人間関係」や「わかった」「できた」と実感し、自己評価が高くなることで

「学校は楽しい」と実感できていると考えます。

しかし、「どちらかというと楽しくない」「楽しくない」と答えた児童も7％いる状況

です。

前期に引き続き、児童が安心して過ごせる居場所となる学級づくりをすることと、授業

で、ねらいを明確にし、児童が自信を持って学習を進めていけるよう授業を行います。

また、粘り強く最後まで取り組むよう支援し、的確な助言を行ったりできたことを具体

的に褒めたりして、達成感や自己肯定感を実感できるようにしていきます。

・ねらい（育みたい資質・

能力）を明確にした授業を

行っている。

・ねらいに合わせた児童の具体的

な姿を設定している。

・児童が学びや変容を自覚できる

ように、まとめや振り返りを書く

場を設定したり、活用問題の場を

設定したりしている。

教職員アンケート

児童アンケート

保護者アンケート

１００％A

９３．７％Ａ

９０．６％A

各教科の単元でつけたい力が確実につくよう、繰り返し取り組んだり、活用問題に取り

組んだりすることでさらに「わかった」、「できた」という達成感を感じられるように

していくことが大切だと考えます。

その授業でつけたい力を明確にし、児童自身が「わかった」、「できた」という達成感

を感じられるような授業づくりを進めていきます。授業の終末でその時間に学んだこと

を自分の言葉でまとめたり、繰り返し適用問題に取り組んだりする時間を確実にとり児

童自身が自己の変容を感じられるようにしていきます。

・家庭学習の具体的な学習

方法等を具体例を挙げなが

ら教えている。

・家で計画を立てて勉強をしてい

る。

教職員アンケート

児童アンケート

保護者アンケート

９０．３％A

８６．３％B

８８．１％B

学年×１０分の学習内容に毎日継続して取り組めるよう、どのクラスでも粘り強く指導

していきます。また、児童の実態から同じ量を取り組むことができない場合には、本人

や保護者と相談しながら決めた量を取り組めるよう個別指導を行います。また、「おう

ちでバッチリ週間」を強化週間として、どの子も達成できるよう、声かけ・指導を行い

ます。

・自分から目を見て笑顔で

明るい声で友だちや先生や

地域の方、来校者に挨拶を

する。

・先生や地域の方、来校者にあい

さつをしている。

・自分から明るくあいさつしてい

る。

教職員アンケート

児童アンケート

保護者アンケート

７５．８％C

８９．６％B

９６．５％B

２学期初めの生活目標を「自分から伝えるあいさつをしよう」と設定し、全校で気持ち

のよい挨拶ができるように始業式で全体指導を行いました。また、教職員においても率

先垂範の意識を持ち、まずは先生から挨拶を心掛けていきます。さらに、石川県内の取

り組みであるグッドマナーキャンペーンと関連して、運営・生活委員会などの児童会活

動と連携して、日頃から挨拶が活発に行われる機会の充実を図っていきます。

・子どもたちは、いじめら

れたり無視されることな

く、安心し過ごしている。

・子どもとの関係づくりに努めて

いる。

・学年、チームで連携していじめ

問題の解決を図っている。

教職員アンケート

児童アンケート

保護者アンケート

９７．０％A

８９．５％B

９５．０％Ａ

夏季休業中に「いじめ」「不登校」の予防・早期対応のための校内研修を、いじめ対応

アドバイザーやスクールカウンセラーと連携して実施しました。

今後も学校や学年、チームで連携や協力し合う体制の強化・実践を図りながら、安全・

安心な学校づくりを図っていきます。

地

域

・

保

護

者

・各種便りやホームページ

などを通じて、保護者への

情報発信に努める。

・各種たより（学校便り・学年便

り・保健便り・図書館便り・給食

便り）を月１回出している。

・学年便りに写真を掲載してい

る。

・ホームページは月１回更新して

いる。

教職員アンケート

児童アンケート

９２．６％A

９１．５％A

学校HPの更新が定期的に行われていること、テトル配信により、保護者へ直に伝わっ

たことが挙げられます。

写真の掲載は個人が特定されないことと、個人情報公開の許可有無についての事前調査

を確認するよう徹底していきます。

　　・

→ 昨年度１学期以降はtetoruというアプリで、学年だより等のおたよりもPDFで配信しています。いつでも予定等が確認できます。今後もカラーで子ども達

の様子をお届けしていきます。お便り以外のお知らせも配信していきますので、ご確認お願いいたします。

１００％Ａ

９４．１％A

数値自体は良いが、さらにＡ評価の数値を高めるために体育の授業づくりの向上を学校

全体で図っていきます。そのために、校内研などで、体育の授業づくりの研修を行い、

少しでも体育の知識を身につけ、子ども達と楽しく力をつける授業を行っていきます。

〇保護者（自由記述）より

学年だより、学校だよりなど、tetoruでカラーで伝わりやすいです

学

習

（

進

ん

で

伝

え

合

う

子

）

生

徒

指

導

（

思

い

や

り

を

形

で

表

す

子

）

た

く

ま

し

子

）

（

し

な

や

か

で

特

別

健

康

体

育

・目標に向かって頑張って

運動する。

・体育の時間に全力で取り組める

ように目標を提示している。

・目標に向かって一生懸命体を動

かしている。

教職員アンケート

児童アンケート

　　学校便り      学校評価結果について　　　広陽小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　　令和６年10月吉日
秋涼の候、保護者の皆様にはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。さて、学校では、子どもたち一人一人が成長し、よりよい学校とするために、児童ア

ンケート・保護者アンケート・教員アンケートを基に学校評価を行っています。前期の結果と改善策、保護者の皆様からいただいたご意見をお知らせいたしま

す。

〇アンケート結果より

重点取組 指標・評価観点 評価方法                          分析と改善策


